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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・吉田　寿雄様…インシュリン注射1本処方となっています。低血糖・高血糖症状観察していきましょう。

· 小泉　きみ様…本日死亡退院となっています。

＜受け持ち患者様のケアプラン評価・検討＞

・相内　のぶ様

　　南病棟に転入後より、食事の方は、各食1/2以上摂取出来ています。目立った拒否はみられていません。拒薬もありません。夜間も、比較的休む事でき、トイレ誘導にて排尿みられています。失禁はありません。また、左耳が聞こえずらいため、右耳のほうから声掛けしていきましょう。

　♯１食事量が少ない

　P１　各食全量摂取できる

1 食事量・状況の観察

2 食事を食べない時は、声掛けする

例）「食事を食べてみませんか？」「残してもいいので食べましょう。」

3 食事を全量摂取出来たら、評価する。

4 食べないときは、理由を問う

5 全量摂取しない時は、エンシュア１缶摂取して頂く

（10時、15時　19時頃）

　⑥　補食を促す（家族に依頼し、持ってきて頂く）　

⑦　各勤務帯で、食事摂取カロリー、排泄回数、水分量の記載をし、準夜帯で、トータルを出す。

8 体重測定　1回/週　（土曜日）

＜老人性痴呆疾患治療病棟患者様評価＞…PSW泉さんより

　・小比類　末五郎様　　・勝山　正敏様　　　　　　　　　　　

　　・高森　清八様　　　　・柴田　トク子様

・上野　眞二様

　　
計5名実施しています。

＜患者様の対応について＞

事例１）日中徘徊の多い患者様に対して

1 廊下を徘徊している

2 「どうしましたか？」と声掛けする

3 会話の中から、徘徊している原因を探す

4 誘導し、その後少し休んで頂く

（ケアのポイント）

　　・徘徊によるエネルギーの消耗を防ぐため、補食や水分摂取を促す

　　・どこかに腰をかけていただくよう、働きかける

　　・体調不良や、精神的不安に対しても徘徊される事があるので、その原因を把握する

　　・誰かが叱られている様子を見たりするだけでも、不安を増強し、徘徊につながる事がある

事例2）大事なものがないと怒っている患者様に対して

1 患者様は「○○がない。」と怒っている

2 日頃から信頼のあるスタッフの名前を出し、「○○が、預かっています。」と声掛け

安心して頂けるようにする

3 患者様は安心した表情になる

　（ケアのポイント）

　　　・なにがきっかけなのか、原因を探す

　　　・事前に盗られた物の代替品を用意し、それを渡す事により落ち着きを取り戻して頂く

　　　・日頃の信頼関係によって問題が解決する事があるので、対象者が誰を信頼しているのかを把握しておく。その信頼している人が預かっているということで、落ち着いて頂く

　　　・納得して頂ける方法がみつかれば、それで毎回対応する

　　　・対象者の好きな物を事前に情報収集し、気分や注意の転換を図る

